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　６月は梅雨の季節です。本州では約２ヶ月ほど悪天候が続きます。
　北側から流れてくる「オホーツク海気団」や「揚子江気団」と南側から流れてくる「熱帯モンスーン気団」
や「小笠原気団」がぶつかり合い、均衡状態になることにより、東西に渡って停滞前線が出来上がり、長い
間留まり続けて、雨を降らせるのです。これが北側と南側の勢力のバランスが崩れたり、別の低気圧が近づ
くことなどにより、徐々に前線が北上していくと「梅雨が明けた」状態となります。

　さて、一般的に「北海道には梅雨が存在しない」と言われています。
　それは、停滞前線が徐々に北上していく上で速度が上がり、勢力が弱まることにより、北海道に着く頃に
は悪天候が長く続かずに通り過ぎるためです。

　ですが、「エゾ梅雨」という言葉はあります。
　気象予報士の菅井貴子さんの著書『なるほど！北海道のお天気』によると、
　『エゾ梅雨は、気象用語ではないため、厳密な定義はありませんが、オホーツク海高気圧や「北上した梅
雨前線」は、北海道の天気をぐずつかせます。厄介なのは、ふたつの原因が重なるといつまでも天気が回復
せず、作物にとっても日照不足など深刻になってくることです。』（４１ページより抜粋）とあります。

　さて、全国的に梅雨が明けるのは７月の下旬ごろ。このころには北海道にも暑い夏がやってきます。
　悪天候が続くときには、自宅や図書館でゆっくり本にふれあってみてはいかがでしょうか。

平成２４年度より１６誌の雑誌受入を始めております。様々なジャンルの雑誌を新たにご用意しております。
ぜひ、手にとってご覧ください。また、休刊などの事情により１３誌が登録を中止しております。

平成２４年度新刊雑誌

平成２４年度登録中止雑誌（バックナンバーは所蔵しています）
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図書館に新しい雑誌が入りました！
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『大人の「運動音痴」がみるみるよくなる本』　深代 千之/著　すばる舎

『大人のためのシェアハウス案内』　西川 敦子/著　ダイヤモンド社

『仮設のトリセツ』　岩佐 明彦/著　主婦の友社

『必ず役立つ吹奏楽ハンドブック Ｑ＆Ａ編』　ヤマハミュージックメディア
『研究者のための国際学会プレゼンテーション』　久保田 浪之介/著　共立出版

『サービス三流なんて言わせない！』　佐藤 あけみ/著　北海道新聞社

『スマホ業界に転職･就職するためのスキルガイド』　秀和システム

『絶対！受かりたい音楽オーディション１００のコツ』　ヤマハミュージックメディア

『はじめての起業事典』　出口 秀樹/著　明日香出版社

『弁護士の上手な探し方･頼み方 〔２０１２〕補訂２版』　自由国民社

『北海道の庭づくり』　川村 展之/編著　北海道新聞社

『自転車はここを走る！』　疋田 智/文　枻出版社

『あなたも今日から選挙の達人』　三浦 博史/著　李白社

『「国際協力」をやってみませんか？』　山本 敏晴/著　小学館

『ものづくり現場の英会話ハンドブック』　松崎 久純/著　研究社

『アイ･コレクター』　セバスチャン･フィツェック/著　早川書房

『異境』　デイヴィッド･マルーフ/著　現代企画室

『居心地の悪い部屋』　ブライアン･エヴンソン/〔ほか著〕　角川書店

『河･岸』　蘇 童/著　白水社

『残念な日々』　ディミトリ･フェルフルスト/著　新潮社

『極北』　マーセル･セロー/著　中央公論新社

『食べるギリシア人』　丹下 和彦/著　岩波書店

『朝はアフリカの歓び』　曽野 綾子/著　文芸春秋

『異性』　角田 光代/著　河出書房新社

『丘の上の邂逅』　三浦 綾子/著　小学館

『俺に似たひと』　平川 克美/著　医学書院

『グッバイマイラブ』　佐藤 洋二郎/著　東京新聞

『言語小説集』　井上 ひさし/著　新潮社

『ココロ･ファインダ』　相沢 沙呼/著　光文社

『スプラッシュマンション』　畠山 健二/著　ＰＨＰ研究所

『パトロネ』　藤野 可織/著　集英社

『バナナ剥きには最適の日々』　円城 塔/著　早川書房

『盤上の夜』　宮内 悠介/〔著〕　東京創元社

『返信』　野島 伸司/著　小学館

『名被害者･一条〈仮名〉の事件簿』　山本 弘/著　講談社

『雪と珊瑚と』　梨木 香歩/著　角川書店

『呼ぶ山』　夢枕 獏/著　メディアファクトリー

『江戸へ吹く風』　岩井 三四二/著　文芸春秋

『鬼彦組　(八丁堀吟味帳)』　鳥羽 亮/著　文芸春秋

『おれは清麿』　山本 兼一/著　祥伝社

『隈取絵師』　平茂 寛/著　朝日新聞出版

『旅立ち寿ぎ申し候』　永井 紗耶子/著　小学館

『茶坊主漫遊記』　田中 啓文/著　集英社

『霖雨』　葉室 麟/著　ＰＨＰ研究所

司書 南

　

　　　　　　　　　　　ジョーカー・
ゲームシリーズ第３段。大戦
を前にした不穏な情勢下で
『殺さず、死なず』のスパイ
Ｄ機関が世界で暗躍する。主
役が文章の中でも『潜んで』
いる 人気のシリーズです

　　　　　　　　　　　北海道ではｴｿﾞﾌ
ｸﾛｳがいるため、身近でも野生
のイメージが強い鳥です。そ
れを自宅で飼うとは一体どう
いうことなのか、著者の体験
も書かれたガイドブック。

　

　　　　　　　　　　『ボランティア経
験のない僕が、日本最大級の
支援組織をどうつくったの
か』というサブタイトルが目
を惹きつけます。
　組織論としても読める一
冊。

　

　　　　　　　　　　　中米の大文明マ
ヤ。ジャングルの中で発展を
遂げたその文明の生活や道
具、暮らしぶり、都市の盛衰
などがまとまっています。
　マヤの碑文に世界の終末は
記されていたのでしょうか？



照念寺
　一般書　計２９冊

イートアップ
　児童書　計１９冊

『舟を編む』
　三浦　しをん／著　光文社

　辞書編集部に異動となった馬締は、
様々なトラブルを乗り越えながら一
冊の辞書をスタッフと共に完成させ
ていく。『言葉という海原へ漕ぎ出
すための舟を編む』物語。
※人気の本となっておりますので、

ご希望の場合はご予約をお願いします。

　　　我が子が勤める図書館には気が引けるらし
　　い。図書館へ通う回数もすっかり減ってし
　　まったようだ。そんな気遣いを見せる母に
　　妻はインターネットで予約し、私は本を運
　　ぶ役。サービス精神旺盛な図書館職員とし
　　て家庭では喜ばれている。そんな“母と
　　本”、“本を介する嫁と姑”の何気ない生
　　活の中に幸せを感じる。
　　　そして、時代が違い、若い母の生活に、
　　もう少し“本と触れ合う時間があったな
　　ら、少し違った人生が送れたのではないか
　　と…。
　　　因みに最近の嫁と姑の会話である。「あ
　　らぁ～！いい本借りてくれたねぇ!!」五木寛
　　之著「朝顔は闇の底に咲く」、「親鸞」と
　　瀬戸内寂聴「生ききる。」だった。
　　　読書日記にならない、何気ない家庭の
　　“本のある風景”でした。

　本を片手に美しい桜を眺めている人がい
る。そんな風景にさわやかな苫小牧の春を、
教えられる。図書館の中では、母と子が仲
良く並んで本を手にしている。コーナーの
片隅では午後の一時を、本を手にしてウト
ウトしている人がいる。そんな光景をとて
も微笑ましく感じる。
　何気ない図書館の風景の中に、ふと子ど
もの頃を思い出す。もはや「戦後ではない」
時代に生まれ、高度成長時代に育った。心
豊かではあったかも知れない。しかし、裕
福ではなかった。親子４人その日を生きる
ことに精一杯で、３６５日働きづくめの毎
日。本どころか新聞すら落着いて読んでい
られない。そんな日々を過ごした母は今、
傘寿を越えた。そんな母の楽しみは“読書”、
いや“本を読む”ことが何よりの楽しみら
しい。子どもの頃、母が本を読んでいる姿
を見たことがない。まさかこんなに本好き
とは知らなかった。しかも、五木寛之と瀬
戸内寂聴の世界が大好きだという。これは
最近知ったが、正直驚いた。
　本が無ければ寂しくて仕方がない。１週
間に５、６冊は読むらしい。確かに母の傍
に本がない事がない。そんな母が移動図書
館で本を借り、時には図書館へ。

「マスカレードホテル」
　　　　　　　　東野圭吾(103)

２ 「ナミヤ雑貨店の奇蹟」
　　　　　　　　　　    東野圭吾（101）
３ 『舟を編む』　　　   三浦しをん(99)
４ 『人生がときめく片づけの魔法』
　　　　　　　　　　    近藤麻理恵(89)
５ 『境遇」　　　　 　　　湊かなえ(74)
＊ 「真夏の方程式」　 　 　 　 　 東野圭吾(67)
＊ 『ジェノサイド』　　　 　 　 　高野和明(63)
＊ 「マザーズ」　　　  　 　 　 金原ひとみ(59)
＊ 『三匹のおっさんふたた び 』 　 有川浩（55）
　 『謎解きはディナーのあとで』
　　　　　　　　　　　　　　  　 東川篤哉（55）

                          5月20日現在

　2012年は天文ショーの当たり年と言わ
れており、６月には金星の日面経過、８月
には月が金星の前を横切る金星食があるそ
うです。それらを正しく楽しむためには
『テーマ別ではじめる天体観察』（442
ﾃ）、『完全ガイド皆既日食』（444.7
ｶ）など、天文観察の本をどうぞ。更には、
自分の天体知識を試す、『天文検定』
（440 ﾃ）もあります。
　せっかくの機会ですから
家族で望遠鏡や遮光グラス
を持って、空の観察に出か
けてみてはどうでしょうか。



 森山　京　さん

「おべんともって」
　森山　京／文
　偕成社　Ｅオ

「たからばこ」
森山　京／さく
ポプラ社　Ｅタ

「バスがくるまで」
森山　京／さく
小峰書店　Ｅハ

「ぶたのモモコは
バレリーナ」

森山　京／作

小峰書店 Ｅフ

「くまさんのいす」
森山　京／文
講談社　Ｅク

1929年、東京生まれ。温かみあふれる童話や絵本は、
子供から大人まで幅広い層の読者に愛読されている。
『きいろいばけつ』『つりばしゆらゆら』などの『きつ
ねのこシリーズ（あかね書房』で路傍の石幼少年文学
賞、『あしたもよかった』（小峰書店）で小学館文学
賞、『まねやのオイラ旅ねこ道中』（講談社）で野間児
童文芸賞、『パンやのくまちゃん（あかね書房）でひろ
すけ童話賞を受賞。
　
　　(｢いすがにげた｣奥付より抜粋)

「おおきなオムレツ」
森山　京／さく
ポプラ社　Ｅオ

「いすがにげた」
森山　京／作
ポプラ社　Ｅイ

みやこもりやま



　会場 　 おはなしコーナー
　定員 　 ４０名

　　○おはなしオルゴール○
　　　  　(第３土曜日)
　　６月1６日・７月２１日
　　   午後２時～２時３０分

会場 　サンガーデン
定員 　４０名
　　○かみしばいおじさん○
　　　　　(第２土曜日)
　６月９日・７月１４日
　　　午後２時～２時３０分

ストーリーテリング
おはなし会よみきかせ会

　　　　会場 　２階講堂
　　　　定員 　７０名

いわむらかずおさんやわたなべ
ゆういちさんの作品などのビデ
オを上映します。

　　　　(第２･第４日曜日)
６月１０日・６月２４日
７月　８日・７月２２日
　　　午後２時３０分～３時

   めいさく　　　　　　じょうえいかい

名作アニメビデオ上映会

          てい き てき　     ぎょうじ

　  定期的な行事の
　　 お 　し　 ら 　せ

「わるいことがしたい！」　Ｅワ
沢木　耕太郎／作，ミスミ　ヨシコ／絵
講談社

「わるいことがしたい
！」と言って、次々と
わるいことをするいた
ずら好きの男の子。
「面白かった？」とき
くと、男の子は「もっ
とわるいことがしたい
！」と言い出して…

「江戸の怪談絵事典」　3８エ
近藤　雅樹／監修，どりむ社／編集
ＰＨＰ研究所

「東海道四谷怪談」
「牡丹灯篭」「和漢
百物語」などの怪談
を、代表的な場面を
描いた浮世絵ととも
に紹介する。化け物
を呼び出す方法、お
化けが現れる時間帯
など、怪談をもっと
楽しむための知識も
掲載。

　会場 　おはなしコーナー
　定員   ４０名

 ○苫小牧子どもの本の会○
　　 (第１･第３日曜日)
　６ 月３日・６月1７日
　７ 月１日・７月１５日
　午後３時～３時３０分

     ○にじのはし○
　 　　(第２土曜日)
　６月９日・７月1４日
　午後１１時～１１時３０分
　　　 (第４土曜日)
　６月２３日・７月はお休み
　午前１１時～１１時３０分
　午後　２時～　２時３０分

かみしばい

紙芝居

　
    ４～５月に届いた本から
　　ピックアップ♪

「やくそくだよ、ミュウ」　９１３ヤ
小手鞠　るい／作，たかす　かずみ／絵
岩崎書店

ぼくが生まれる前か
ら家族だった犬のミ
ュウは、太陽みたい
に明るくて、みんな
に好かれている、ぼ
くの優しいおねえち
ゃん。でもミュウは
だんだん年をとって
きて、ついにお別れ
のときが…。

こどもの切り紙遊び　２　７５コ２
　ブティック社

作ってたのしい、飾
ってたのしい、魅力
の切り紙大集合！
花、スイーツ・フル
ーツ、洋服、季節、
動物、マークなどの
切り紙作品を紹介。
切り紙の基本も説明
します。



普段は気にも止めずに過ごしているのに、冠婚葬
祭となると、急に気になりだすのが家紋。そんな家
紋を調べるのに役立つ資料をご紹介します。

家紋とは「各家で定めている、家のしるし。図柄
は、苗字にちなんだもの」で「家の歴史的事跡を記
念するもの、信仰にちなんだものなど多数ある。」
のだそうです。
更に詳しく知りたくて、参考資料室の書架で見つ
けたのが、『家紋大図鑑』（288.6/ｶ）です。これ
は豊富な逸話や歴史を引用しつつ家紋を解説してお
り、出版は1983年と、少々古いですが、大変参考に
なります。
もう一つご紹介したいのが
『都道府県別姓氏家紋大事典』
（288.6/ﾄ）です。「東日本編」
と「西日本編」に分かれており、
各都道府県で、どの家紋が多く
使われているかランキングがわ
かる事典です。ちなみにこの本
が出版された当時（2004年）、
北海道では「木瓜（ﾓｯｺｳ）」柄が１位だったようで
す。次いで「片喰（ｶﾀﾊﾞﾐ）」、「柏（ｶｼﾜ）」と
なっています。

家紋の紋様にも色々あり、同じ題材を扱っていて
も、印象の全く違う文様もあります。この場だけで
は、紹介しきれないほどの沢山の家紋。皆さんも自
分の家紋を、図書館で調べてみるというのはいかが
でしょう？

☆文中で紹介した以外に使用した資料
『日本国語大辞典』（813.1/ﾆ）
『世界大百科事典』（031/ｾ）

★かばん等の持ち込みはできません。手荷
物をロッカーにお預けの上、筆記用具類の
みをお持ちになってお入りください。

★資料室には自習のための席はありません。
自習する方は、２階電子情報サロン隣の
『自習室』をご利用願います。

『十勝の森林鉄道』
（H656.2/ﾄ）

小林 實／著
森林舎／刊

『きらん 室蘭入門書』
（H29.1.17/ｷ）

これらの本は郷土・参考資料室で見ることができます。

室蘭を中心に、情報をぎっ
しりと詰め込んだ本。歴史や
産業、港など分野を問わず、
総勢62名の執筆者が熱く室蘭
を紹介します。お土産紹介の
ページでは、商品の一つ一つ
に紹介文が付けられ、どれを
買ったらいいのかと、テン
ションが上がります。
カラー写真がふんだんに使
われている、力の入った室蘭
本です。

新しく入った郷土資料をご紹介します

農作業中の事故で右腕を
失った著者は、ある日、偶
然手にした明治25年の古
地図で、標茶付近の山中に
鉄道路線があるのに気付き
ました。
「なぜ？誰が？どうやっ
て？」と疑問に思い、コツ
コツと調査を進めたそうで
す。緻密な調査に脱帽です。

参考図書室・郷土資料室の
ご利用に際して

郷土・参考資料室からのお知らせ郷土・参考資料室からのお知らせ

きらん出版会／編集
日光印刷／刊

北海道で使用されている家紋上位３つの基本文様

左から「木瓜」「片喰」「柏」

〈浪・波〉を題材とした文様の一例。こんなにあります！



                            
 

先
日
、
全
国
の
書
店
員
が
最
も
売
り
た
い

本
を
選
ぶ
「
二
〇
一
二
年
本
屋
大
賞
」
の
受

賞
作
が
三
浦
し
を
ん
の
「
舟
を
編
む
」
に
決

ま
り
ま
し
た
。
辞
書
製
作
に
携
わ
る
人
が
主

人
公
の
小
説
で
す
。
こ
の
話
題
に
ち
な
ん
で

今
回
は
当
館
所
蔵
の
逸
品
、
世
界
最
古
の
ア

イ
ヌ
語
の
辞
書『
藻
汐
草
』を
紹
介
し
ま
す
。 

装
丁
は
横
長
の
和
装
本
で
袋
綴
じ
の
後

付
に
は
寛
政
四
年（
一
七
九
二
）五
月
四
日
、

通
辞
・
上
原
熊
次
郎
、
支
配
・
阿
部
長
次
郎

と
あ
り
、
序
に
記
さ
れ
た
文
化
元
年
（
一
八

〇
四
）
に
版
本
と
し
て
発
刊
さ
れ
ま
し
た
。 

昭
和
四
十
七
年
（
一
九
七
二
）
に
国
書
刊

行
会
か
ら
複
刻
刊
行
さ
れ
、
そ
の
あ
と
が
き

に
は
「
ア
イ
ヌ
語
資
料
と
し
て
こ
の
「
藻
汐

草
」
は
あ
ま
り
に
も
有
名
で
、
古
く
か
ら
引

用
、
研
究
さ
れ
て
い
る
」
そ
し
て
「
一
冊
本

と
二
冊
本
が
あ
り
、
一
冊
本
は
研
究
者
の
眼

に
は
ほ
と
ん
ど
ふ
れ
る
こ
と
の
な
い
稀
覯
本

で
あ
る
」
と
記
さ
れ
て
い
ま
す
。
当
館
所
蔵

の
も
の
は
ズ
バ
リ
一
冊
本
で
す
。 

 

金
田
一
京
助
が
大
正
十
四
年（
一
九
二
五
）

に
著
し
た
「
ア
イ
ヌ
の
研
究
」
よ
り
「
藻
汐

草
」
の
一
文
が
同
書
の
解
説
と
し
て
掲
載
さ

れ
「
ア
イ
ヌ
語
を
天
地
、
人
物
等
の
十
門
に

分
け
て
約
二
千
五
、
六
百
の
単
語
を
挙
げ
、

な
お
熟
語
の
目
が
あ
っ
て
会
話
の
文
句
三
十

五
程
を
集
め
て
あ
る
」と
紹
介
し
て
い
ま
す
。 

さ
ら
に
『
藻
汐
草
』
の
存
在
価
値
が
次
の

文
章
に
優
れ
て
要
約
さ
れ
て
い
ま
す
。 

「『
藻
汐
草
』は
ア
イ
ヌ
語
の
み
を
対
象
と
し

た
公
刊
さ
れ
た
辞
典
と
し
て
は
世
界
最
古
の

も
の
で
あ
り
、
そ
の
流
布
の
状
況
や
そ
の
後

の
各
種
の
ア
イ
ヌ
語
彙
集
に
与
え
た
影
響
を

考
慮
す
れ
ば
、
ア
イ
ヌ
語
研
究
史
上
極
め
て

重
要
な
位
置
を
占
め
る
も
の
で
あ
る
こ
と
は

言
う
ま
で
も
な
い
」こ
れ
は
平
成
十
九
年（
二

〇
〇
七
）
二
月
「
北
海
道
大
学
文
学
研
究
科

紀
要121

」
に
発
表
し
た
同
大
学
の
佐
藤
知

己
教
授
の
論
文
「『
藻
汐
草
』
の
「
一
冊
本
」

に
つ
い
て
」
の
書
き
出
し
文
で
す
。
佐
藤
教

授
は
「
稀
覯
と
言
わ
れ
て
い
る
『
藻
汐
草
』

の
一
冊
本
に
つ
い
て
、
そ
の
所
在
を
あ
ら
た

め
て
二
件
追
加
報
告
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
書
誌

的
な
特
色
の
概
略
を
述
べ
た
」
と
最
後
に
結

ん
で
い
る
よ
う
に
、
こ
の
論
文
は
当
館
所
蔵

本
と
市
立
函
館
図
書
館
本
の
二
件
に
つ
い
て

の
論
考
が
主
題
な
の
で
、
少
々
長
い
で
す
が

引
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

「『
藻
汐
草
』
一
冊
本
の
う
ち
、
一
つ
は
市
立

函
館
図
書
館
所
蔵
の
も
の
、
他
の
一
つ
は
苫

小
牧
市
立
図
書
館
所
蔵
の
も
の
で
あ
る
（
い

ず
れ
も『
国
書
総
目
録
』に
は
記
載
が
な
い
）。

両
本
と
も
茶
色
系
の
表
紙
を
持
ち
、「
毛
し
本

草
」
と
い
う
同
一
の
題
が
付
さ
れ
て
い
る
の

で
、
恐
ら
く
原
装
を
保
っ
て
い
る
も
の
と
考

え
ら
れ
る
。概
観
に
つ
い
て
さ
ら
に
言
え
ば
、

函
館
図
書
館
本
は
古
び
て
汚
れ
が
目
立
つ
の

に
対
し
、
苫
小
牧
図
書
館
本
は
一
見
し
た
と

こ
ろ
極
め
て
保
存
が
良
好
で
、
新
本
と
見
紛

う
ば
か
り
で
あ
る
。
こ
の
点
か
ら
も
貴
重
な

資
料
と
言
う
こ
と
が
で
き
る
」
と
評
価
し
て

い
ま
す
。
し
か
し
残
念
な
こ
と
に
は
「
一
部

虫
損
が
み
ら
れ
、
文
字
が
欠
落
し
て
い
る
個

所
が
あ
る
」
と
の
指
摘
も
あ
り
ま
し
た
。 

論
文
の
最
後
に
謝
辞
と
し
て
「
苫
小
牧
市

立
図
書
館
の
一
冊
本
の
存
在
に
つ
い
て
御
教

示
下
さ
っ
た
高
木
庄
治
氏
」
と
記
さ
れ
て
い

る
こ
と
か
ら
、
北
大
前
の
弘
南
堂
書
店
店

主
・
高
木
氏
か
ら
当
館
職
員
が
購
入
し
、
蔵

書
の
一
冊
に
加
え
ら
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
ま

す
。
い
ず
れ
に
せ
よ
斯
界
の
優
れ
た
研
究
者

に
よ
っ
て
既
存
の
蔵
書
が
新
し
い
知
見
を
得

て
、
そ
の
価
値
を
再
認
識
さ
せ
ら
れ
る
こ
と

は
と
て
も
素
晴
ら
し
い
こ
と
で
す
。 

ち
な
み
に
、
書
名
の
藻
汐
草
と
は
製
塩
の

た
め
に
塩
を
含
ま
せ
た
海
藻
の
こ
と
で
す
。

海
藻
を
「
掻
き
集
め
」
て
海
水
を
注
ぐ
こ
と

を
「
書
き
集
む
」
に
か
け
て
用
い
る
こ
と
か

ら
転
じ
て
「
随
筆
・
筆
記
類
の
異
称
」（
広
辞

苑
）
と
な
り
、
こ
れ
が
書
名
の
由
来
と
な
っ

て
い
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 
 

（
大
泉
） 

引
用
・
参
考
文
献 

『
藻
汐
草
』
一
八
〇
四 

上
原
熊
次
郎 

『
藻
汐
草
』
一
九
七
二 

国
書
刊
行
会 

「『
藻
汐
草
』
の
「
一
冊
本
」
に
つ
い
て
」 

二
〇
〇
七 

佐
藤
知
己 

藻汐草（もしほくさ） 

苫小牧の図書館にあった 

世界最古のアイヌ語辞典 

ふるさとの一片(５３) 

～郷土資料コーナーで見つけた～ 

▲ 当館所蔵の『藻汐草」』の表紙「毛し本草全一冊」と後付（13×17センチ）  

 
 



日時　７月２７日（金）１７時１５分～２０時００分　　
会場　中央図書館　１階　エントランス
対象　市民の方

日時　６月２２日（金）１０時３０分～１１時３０分 内容　ギター演奏と朗読
会場　中央図書館　２階　講堂 出演　ギター奏者　竹形貴之　他
対象　１歳児とその保護者 定員　７０名　直接会場へ　参加無料
内容　赤ちゃんと絵本の出会いを目的とし、絵本の紹介、
　　　読み聞かせの方法、読書相談などを行います。
定員　１５組（キャンセル待ち３組）　参加無料 日時　７月２８日（土）１０時３０分～１１時３０分
申込方法 会場　市民文化公園　中央図書館前芝生
６月６日（水）～６月１２日（火）９時３０分から開館時 　　　（雨天時は、中央図書館　２階　講堂）
間内、中央図書館カウンターまたは電話（３５－０５１１） 対象　幼児から小学生までの児童
で受付。定員を超えた場合は、６月１３日（水）に抽選。 定員　１００人　直接会場へ　参加無料
申込者全員に６月１３日（水）に電話連絡いたします。 内容　読み聞かせ・かみしばいなどを予定

ご家庭に眠っている本を活用する
「ばくりっこ（交換）市」に参加してみませんか？
日時　７月２９日（日）１０時００分～１４時００分
　　　※雨天時　１０時００分～１３時３０分

日時　８月３日（金）１回目　１０時３０分～ 会場　市民文化公園内
　　　　　　　　　　２回目　１４時００分～ 　　　図書館及びサンガーデンの駐輪場横
会場　中央図書館　２階　講堂 　　　※雨天時　サンガーデン１階　展示・実習室
対象　小学生から大人まで ☆お持ちいただいた本と同じ冊数の本を、会場内の本
上映作品　平和ビデオ 　とばくりっこ（交換）できます。最大１５冊まで。
　　　　　『野坂昭如戦争童話集 　１５冊以上のシリーズもの等との交換は要相談。
　　　　　　　　　　ウミガメと少年』（４５分） ☆汚損・破損等のない、他の方が使える状態の本を
　　　　　※　午前・午後ともに同じ作品を上映 　お持ちください。百科事典は受付できません。
定員　７０人　直接会場へ　参加無料 ☆お持ち帰り用の袋をご用意ください。　　　

● 疲れたココロにちょっとしたお薬を ● ながいこと会社をやってます

● 森鴎外　生誕１５０年 ● まつり

● 汚いもの・きらわれもの ● 自由研究・自由工作・読書感想文
夏休み期間中

● 海賊が出てくるおはなし ● 平和祈念旬間展示 ● こわい話
７月２７日～８月３０日

● 苫小牧市営バス 　～６月２８日

※黒塗り白字になっている日は休館日です
　丸印がついている日は午前９時３０分～午後５時開館
　印が付いていない日は午前９時３０分～午後７時開館

日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土
1 ② ① 2 3 4 5 6 ⑦ 1 2 3 ④

③ 4 5 6 7 8 ⑨ ⑧ 9 10 11 12 13 ⑭ ⑤ 6 7 8 9 10 ⑪
⑩ 11 12 13 14 15 ⑯ ⑮ ⑯ 17 18 19 20 21 ⑫ 13 14 15 16 17 ⑱
⑰ 18 19 20 21 22 23 22 23 24 25 26 27 28 ⑲ 20 21 22 23 24 25

24 25 26 27 28 29 30 29 30 31 26 27 28 29 30 31
１６日　海の日（開館） ８月の整理休館日は３１日のみです

　　～６月２８日

個人　１０２件　１７３２冊　　団体　９２件　１５３冊

閲覧室入口

　　～６月２８日展
示
コ
ー
ナ
ー

今
後
の
予
定

エントランスホール

児童コーナー

　　～６月２８日

　　６月３０日～７月２５日

一般書コーナー

　　６月３０日～７月２５日

８月

　　６月３０日～７月２５日

７月

※　行事・催し・展示については、変更・中止になる場合がございます。

２０１２年６月

※　休館日の展示の公開はありません。　　　　　　　　　　　　　　　

寄付・寄贈ありがとうございました。（平成２４年３月２１日～平成２４年５月２０日）

カルチャーナイト
「朗読とギターの夕べ」

青空こどもとしょかん

本のばくりっこ市

赤ちゃんと楽しむ
はじめての絵本ひろば

平和祈念旬間

行事のお知らせ
文化公園アートフェスティバル

関連行事

ビデオ上映会




